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新
年
度
予
算
は
骨
格
予
算

町
長
選
挙
に
伴
い

３月定例会
のあらまし老人福祉２施設に７億３千万円を投入

　

３
月
定
例
会
は
３
月
３
日

か
ら
20
日
ま
で
開
か
れ
ま
し

た
。
町
長
提
案
の
各
会
計
新

年
度
予
算
、
議
員
提
案
に
よ

る
議
員
定
数
を
１
人
減
の
12

人
に
す
る
条
例
改
正
案
な
ど

35
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算

は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉

徳
苑
個
室
化
整
備
及
び
地

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
整
備
へ
の
補
助
金

７
億
３
千
万
円
が
計
上
さ
れ

た
こ
と
か
ら
予
算
の
総
額

が
対
前
年
比
８
・
６
％
増
の

82
億
９
７
０
０
万
円
と
な

り
、
９
年
ぶ
り
に
80
億
円
を

超
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
に
予
定
さ
れ

て
い
た
町
長
選
挙
を
考
慮
し

義
務
的
経
費
や
継
続
事
業
を

主
体
と
し
た
骨
格
予
算
の
た

め
、
６
月
17
日
か
ら
開
会
が

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
整
備
事
業

３
億 

５
１
５
４
万
円

【
財
源
】

　

町
負
担
２
億
１
８
１
４
万

円
（
町
債
4

4

２
億
１
８
１
０
万

円
）、
国
か
ら
の
補
助
金

１
億
３
３
４
０
万
円

【
事
業
内
容
】

町
内
の
安
定
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、

地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
（
29
床
の
特
養
老
人

ホ
ー
ム
）
の
整
備
を
支
援
す

る
も
の
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に

よ
り
提
案
を
受
け
た
「
社
会

福
祉
法
人
栗
山
福
祉
会
」
が

予
定
さ
れ
て
い
る
６
月
定
例

会
に
て
政
策
的
な
予
算
が
追

加
さ
れ
ま
す
。

老
人
福
祉
施
設

整
備
２
事
業
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地域密着型介護老人福祉施設は特別養護老人ホーム「くりのさと」に
隣接して建設予定



老人福祉２施設に７億３千万円を投入

個室化により介護を含む支援の充実が図られる
養護老人ホーム「 泉徳苑」

事業名 予算額（万円） 内容

小中学校校舎等耐震
設計・改修

329 万円
吊り天井となっている角田小学校体育館の耐震
補強工事（本年度は調査設計）

図書館システム更新 337 万円 利用者サービスの向上と業務の効率化を図る

スポーツ施設改修 2864 万円
町民球場のラバーフェンス改修
栗山公園テニスコートのフェンス改修

農業基盤整備 1475 万円 道営杵臼南部地区ほか６地区の農業基盤整備

森林整備加速化・林
業再生

1953 万円 林業専用道継立日出線の開設（Ｌ＝ 800 ｍ）

道路・橋梁整備 ２億 4012 万円
杵臼本線ほか９路線の道路改良等整備及び王子
橋補修など橋梁の長寿命化

公営住宅整備 ３億 4851 万円
どうえい団地（２棟１６戸）、曙団地（調査設計）
中里団地浴室防水改修

当初予算の主な投資事業

　

一
般
質
問
は
３
月
11
日
に

５
人
の
議
員
（
大
井
、重
山
、

楢
崎
、
三
田
、
置
田
）
が
事

務
の
執
行
状
況
や
将
来
へ
の

方
針
、
新
年
度
教
育
行
政
執

行
方
針
な
ど
に
所
信
を
問
い

ま
し
た
。（
質
問
の
内
容
は

12
ペ
ー
ジ
か
ら
17
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
幅
広
く

利
用
で
き
る
公
共
施
設
や
道

路
整
備
な
ど
、
大
規
模
な
建

設
事
業
の
多
額
な
資
金
の
一

部
に
充
て
る
た
め
国
や
道
、

５
議
員
が
質
問

町
政
を
た
だ
す

　

議
員
定
数
は
、
３
年
前
の

改
選
期
に
実
施
し
た
議
会
報

告
会
で
町
民
か
ら
意
見
を
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
が
検
討
す
る

契
機
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

６
月
に
特
別
委
員
会
に
付
託

し
、
９
カ
月
間
か
け
慎
重
に

議
員
定
数
を

１
減
の
12
人
へ

事
業
実
施
主
体
と
な
り
、
特

養
老
人
ホ
ー
ム
「
く
り
の
さ

と
」
に
隣
接
す
る
形
で
施
設

を
建
設
し
、
現
施
設
と
一
体

的
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉
徳
苑
個

室
化
整
備
事
業

３
億 

７
９
１
１
万
円

【
財
源
】

町
負
担
３
億
７
９
１
１
万
円

（
町
債
4

4

３
億
７
９
１
０
万
円
）

【
事
業
内
容
】

養
護
老
人
ホ
ー
ム
泉
徳
苑
の

生
活
・
介
護
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
、
居
室
の
個
室
化

整
備
を
支
援
す
る
も
の
。
現

在
施
設
を
運
営
し
て
い
る

「
社
会
福
祉
法
人
水
の
会
」

が
事
業
実
施
主
体
と
な
り
、

施
設
の
増
築
お
よ
び
既
存
居

室
の
改
修
に
よ
る
個
室
化
整

備
を
行
い
ま
す
。

そ
も
そ
も

町
債
と
は
？

審
議
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

賛
成
５
人
、
反
対
５
人
で
可

否
同
数
と
な
り
委
員
長
採
決

で
12
人
と
決
め
、
本
会
議
で

報
告
し
、
定
数
条
例
改
正
案

を
提
出
し
可
決
し
ま
し
た
。

来
年
４
月
の
町
議
選
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。（
審
議
の
内

容
は
８
ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
（
借
金
）
す
る
こ
と
を
「
町

債（
地
方
債
）」と
言
い
ま
す
。

町
債
は
事
業
に
か
か
る
資
金

不
足
を
補
う
と
同
時
に
、
そ

の
道
路
や
施
設
を
今
後
利
用

す
る
人
た
ち
に
も
平
等
に
負

担
（
返
済
）
し
て
も
ら
う
た

め
の
役
割
も
持
ち
ま
す
。
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予算総額 141 億円を可決
９年ぶり
80 億円台 一般会計 の内訳83 億円

会　計　名 予算額 対前年度比

　一　般　会　計 82 億 9700 万円 8.6％

　特　別　会　計

国 民 健 康 保 険 19 億 4628 万円 5.5％

北海道介護福祉学校 1 億 4197 万円 1.1％

介 　 護 　 保 　 険 13 億 4645 万円 2.3％

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 9156 万円 7.9％

小　　計 36 億 2626 万円 4.2％

　企　業　会　計

水 　 道 　 事 　 業 9 億　968 万円 13.1％

下　水　道　事　業 12 億 7869 万円 8.8％

小　　計 21 億 8837 万円 10.5％

合　　計 141 億 1163 万円 7.7％

平成 26 年度各会計の当初予算

人件費
11 億 3689 万円
　（14％）

物件費
施設の維持管理費
10 億 7587 万円　（13％）

補助金など
16 億 2704 万円
　（20％）

公債費
借金の返済
13 億 0335 万円
　　（16％）

積立金、貸付金など
1 億 8672 万円（2％）

特別会計への繰出金
3 億 7580 万円　

（5％）　

投資的経費
道路や公営住宅の整備など
15 億 9212 万円（19％）

維持補修費
2 億 0838 万円（2％）

扶助費
児童手当や医療費助成など
　7 億 9083 万円（9％）

町民税
固定資産税など
12 億 5052 万円（15％）

国からの運営費
34 億 5930 万円（42％）

借金
13 億 3930 万円
  （16％）

国や道からの補助金
14 億 4199 万円

（17％）

利用料・保育料
給食費など
 8 億 589 万円
　（10％）

財源 使いみち

新年度予算審査特別委員会

区　　分 金額

借金（町債）
106 億 8995 万円

町民一人当たり 83 万 6 千円

（一般会計平成 25 年度末見込み）
町の借金（町債）と貯金（基金）

貯金（基金）
15 億 4673 万円

町民１人当たり 12 万 1 千円

財政調整基金 6 億 5377 万円

ふるさと応援基金 2330 万円

土地開発基金 2 億 8349 万円

文化振興基金 9303 万円

子ども夢づくり基金 2118 万円

備荒資金組合積立金 3 億 8513 万円

その他基金 8683 万円

支出
義務的経費
（39％）

その他経費
（19％）

投資的経費
（42％）

収入

自主財源
（25％）

依存財源
（75％）
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全７会計 141 億円を審査
問
　
特
別
職
の
旅
費
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
行
く
予
定
な
の

か
。
ま
た
政
策
評
価
で
は
ど

の
よ
う
な
評
価
と
な
っ
て
い

る
の
か
。　
　

答
　
場
所
は
未
定
で
あ
る

が
、
前
年
と
同
様
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
予
定
し
て
い
る
。

外
部
評
価
に
は
な
じ
ま
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。　
　

問
　
町
民
目
線
の
評
価
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
近
隣
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。　
　

答
　
次
期
総
合
計
画
に
お
け

る
政
策
遂
行
に
役
立
て
て
い

く
と
い
う
こ
と
で
、
内
部
評

価
と
し
て
い
る
。
近
隣
市
町

の
実
績
は
な
い
。

問
　
町
長
選
挙
の
年
に
も
関

わ
ら
ず
、
予
算
計
上
す
る
こ

と
に
疑
義
を
感
じ
る
が
。

答
　
次
期
総
合
計
画
に
活
か

し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
当
初

予
算
に
計
上
し
た
。

問
　
特
別
職
旅
費
は
行
政
評

価
項
目
に
入
っ
て
い
る
の
か

答
　
評
価
項
目
に
は
含
め
て

い
な
い
。
政
策
事
業
と
解
釈

し
て
い
る
。

町
の
仕
事
や
、
そ
れ
に
必
要
な
お
金
の
使
い

方
を
話
し
合
う
予
算
委
員
会
。
１
年
間
の
町

政
を
決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。
本
委
員
会

は
３
月
14
日
か
ら
19
日
ま
で
の
４
日
間
に
わ

た
り
審
査
し
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
質
問
を

取
り
上
げ
、
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
職
の
旅
費
の
内
容
は

前
年
同
様
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
方
面
へ

研修旅費

問
　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
事

業
内
容
を
具
体
的
に
。

答
　
消
費
税
率
の
引
上
げ
に

伴
う
低
所
得
者
の
負
担
軽
減

を
鑑
み
国
が
給
付
措
置
す
る

も
の
。
給
付
対
象
者
は
町

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

方
。
要
件
抽
出
の
た
め
の
シ

ス
テ
ム
整
備
２
３
９
万
円
と

給
付
金
４
５
２
０
万
円
を
予

算
計
上
し
て
い
る
。

問
　
当
町
の
対
象
者
数
、
給

付
額
は
。

答
　
給
付
額
一
人
に
つ
き

１
万
円
、
給
付
対
象
者
は

３
５
０
０
人
。
こ
の
う
ち
、

①
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
の

受
給
者
②
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
等
の
受
給

者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

加
算
対
象
者
は
一
人
に
つ
き

５
千
円
、
２
０
４
０
人
。

臨
時
福
祉
給
付
金
の
内
容
は

一
人
に
つ
き
１
万
円
を
給
付
す
る

社会福祉

問
　
各
町
内
会
の
街
路
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
換
し
た
割

合
は
。

答
　
87
団
体
、
１
７
６
０
基

の
う
ち
２
７
８
基
、15
・
８
％

で
あ
る
。

問
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
換
す

る
こ
と
で
電
気
料
が
安
く
な

る
た
め
電
気
料
補
助
金
の
予

算
が
増
額
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
が
。　
　

答
　
交
換
割
合
が
低
い
た

め
、
電
気
料
も
大
き
な
減
に

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
電
気

料
の
値
上
げ
な
ど
も
関
係
し

て
い
る
。

問
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
設
置
費

用
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
ワ
ッ
ト
数
に
も
よ
る
が

一
基
あ
た
り
３
万
円
か
ら

５
万
円
程
度
。
設
置
補
助
は

基
本
は
５
割
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
場

合
は
６
割
補
助
と
な
る
。

問
　
昨
年
、
予
算
を
使
い
切

り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
に
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
団
体
が

あ
っ
た
が
。

答
　
12
月
に
各
町
内
会
等
へ

３
月
ま
で
の
街
路
灯
の
状
況

見
込
み
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
段
階
で
は
予
算
の

範
囲
内
で
あ
っ
た
が
３
月
に

予
定
さ
れ
て
い
な
い
申
請
が

あ
っ
た
た
め
時
期
的
に
補
正

が
難
し
か
っ
た
。
こ
の
た
め

新
年
度
の
設
置
を
お
願
い
し

た
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
普
及
状
況
は

２
７
８
基
、
15
・
８
％

街路灯

各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

【
委
員
長
】
友
成
克
司
【
副
委
員
長
】
藤
本
光
行

申請・支給手続については、町において現
在準備中。町民税の算定が完了するのが６
月頃であるため、７月頃から、順次支給が
開始される予定。

まちの明るさを保ちな
がら省エネルギー化に
取り組む地域が増えて
いる

５



一
般
会
計
他
６
会
計

を
全
会
一
致
で
可
決

条　

例

▼
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算３
０
７
３
万
円
を
追
加
し
て

予
算
総
額
は
84
億
７
６
２
万

円
。
こ
の
う
ち
、
大
雪
の
影

響
に
よ
り
、
除
雪
業
務
委
託

料
６
５
８
０
万
円
及
び
除
排

雪
に
係
る
重
機
等
の
借
上
料

９
５
０
万
円
を
補
正
し
た
。

３月定例会
補正予算

除
雪
対
策
費
７
５
３
０
万
円
を
追
加そ

の
他

▼
栗
山
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン

中
間
年
に
当
た
り
計
画
の
見

直
し
を
行
い
、
新
た
な
計
画

を
策
定
。

▼
栗
山
町
馬
鈴
し
ょ
集
出
荷

貯
蔵
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定

栗
山
町
中
央
３
丁
目
１
０
４

番
地

そ
ら
ち
南
農
業
協
同
組
合

▼
栗
山
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
に
係
る
総
合
的
な
推
進
、

本
町
が
実
施
す
べ
き
措
置
、

推
進
す
る
た
め
の
体
制
及
び

関
係
機
関
と
の
連
携
等
に
つ

い
て
定
め
た
も
の
。
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▼
栗
山
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
き
、「
栗
山
町
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」を
設
置
す
る
。

▼
栗
山
町
高
齢
者
地
域
支
え

合
い
活
動
推
進
条
例

高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
が
増
加
状
況
に
あ
り
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

に
お
い
て
自
立
し
て
生
活
し

て
い
く
た
め
に
、
支
援
を
必

要
と
す
る
者
の
早
期
発
見

や
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合

い
活
動
の
推
進
を
図
る
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
及
び
栗
山
町
職
員
の
通
勤

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例
の

改
正

財
政
健
全
化
の
観
点
か
ら
、

職
員
給
与
の
削
減
項
目
の
う

ち
、
住
居
手
当
、
管
理
職
手

当
お
よ
び
通
勤
手
当
の
削
減

期
間
を
１
年
間
延
長
す
る
。

▼
栗
山
町
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
改
正

継
立
児
童
ク
ラ
ブ
の
管
理
運

営
を
民
間
委
託
す
る
。

藤
本
議
員　

今
年
の
降
雪
量

と
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
補
正

額
に
反
映
さ
せ
た
か
。

建
設
水
道
課
長　

３
月
３

日
現
在
の
降
雪
量
は
４
ｍ

88
㎝
、
昨
年
の
同
時
期
が
５

ｍ
97
㎝
。
昨
年
よ
り
１
０
９

㎝
少
な
い
状
況
だ
が
１
月
中

の
降
雪
量
が
２
ｍ
47
㎝
あ
っ

た
。
ま
た
、
低
温
続
き
で
雪

質

疑

除
雪
対
策
費

解
け
が
進
ま
な
い
状
況
も
あ

る
。
今
回
の
補
正
は
３
月
ま

で
の
除
雪
回
数
を
18
回
分
、

排
雪
作
業
を
10
日
分
、
そ
れ

に
係
る
重
機
等
の
借
上
料
を

計
上
し
た
。

楢
﨑
議
員　

当
初
予
算
の
除

雪
費
委
託
料
は
６
１
０
０
万

円
、
今
回
の
補
正
額
が

６
５
８
０
万
円
。
24
年
度
は

６
３
０
０
万
円
、
23
年
度
が

５
０
０
０
万
円
、
予
算
の
つ

け
方
に
若
干
問
題
が
あ
る
の

で
は
。
ど
の
く
ら
い
の
積
雪

量
を
想
定
し
て
予
算
計
上
し

て
い
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　

過
去
10
年

間
の
平
均
降
雪
量
が
５
ｍ
40

㎝
。
当
初
予
算
は
こ
れ
が
基

準
と
な
る
が
そ
の
年
の
降
雪

量
を
予
測
で
き
な
い
部
分
も

あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
労
務

単
価
、
重
機
の
損
料
、
燃
料

費
の
高
騰
に
よ
り
委
託
費
そ

の
も
の
が
上
が
っ
て
い
る
状

況
。



▼
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算

療
養
給
付
費
な
ど
の
実
績
見

込
に
よ
る
補
正
。

（
２
６
４
６
万
円
の
増
額
）

▼
25
年
度
北
海
道
介
護
福
祉

学
校
特
別
会
計
補
正
予
算

職
員
給
与
費
の
減
額
な
ど
に

よ
る
補
正
。

（
２
２
４
万
円
の
減
額
）

▼
25
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

保
険
給
付
費
な
ど
の
実
績
に

よ
る
補
正
。

（
５
３
８
４
万
円
の
増
額
）

▼
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

１月臨時会（１月 21 日）

町
内
唯
一
の
中
学
校
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
栗
山
中
学
校
。
校
訓
も

「
和
衷
教
学
」
と
、
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
心

を
一
つ
に
し
て
共
に
教
え
学
ぶ
の
意
で
、

新
校
訓
の
も
と
、
す
べ
て
の
中
学
生
が
一

丸
と
な
っ
て
勉
強
や
部
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
、
新
生
栗
山
中
学
校
を
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　

～
藤
本
撮
影

表
紙
の
一
枚
！
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

追
加
に
伴
う
補
正
。

（
５
０
０
万
円
の
増
額
）

▼
25
年
度
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算

水
道
の
使
用
水
量
が
見
込

み
よ
り
も
低
く
推
移
し
た

こ
と
に
よ
り
収
益
的
収
入

１
１
４
０
万
円
の
減
額
補

正
。

▼
25
年
度
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

水
道
の
給
水
収
益
見
込
み
の

減
少
に
伴
い
、
下
水
道
使
用

料
収
入
が
低
く
推
移
し
た
こ

と
に
よ
り
２
４
０
万
円
の
減

額
補
正
。

▼
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

４
３
０
４
万
円
を
追
加
し
て
、

予
算
総
額
は
83
億
７
６
８
９
万

円
。

　

主
な
も
の
は
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
管
理
棟
防
水
改
修
費
の
追

加
１
１
９
万
円
。
農
業
者
が
規

模
拡
大
等
に
必
要
と
な
る
農
業

機
械
の
導
入
に
対
し
、
道
補
助

金
を
受
け
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
経
営
体
育
成
支
援
事
業
補

助
金
の
追
加
３
５
０
８
万
円
。

資
材
搬
入
単
価
の
増
に
よ
る
林

業
専
用
道
桜
山
本
継
線
開
設
工

事
費
の
追
加
２
６
０
万
円
。
葉

散
別
川
支
流
修
繕
料
の
追
加

１
６
５
万
円
。

▼
25
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
の
増
に
伴
い
26
万
円

を
追
加
補
正
。

陳　

情

「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を

求
め
る
陳
情

提
出
者　

畠
山　

和
久

　
　
　
　

稲
毛　

淳　
　
　

陳
情
の
要
旨

　

特
定
秘
密
は
故
意
で
あ

れ
、
過
失
で
あ
れ
、
漏
ら
し

た
公
務
員
だ
け
で
な
く
、
一

般
住
民
も
処
罰
の
対
象
に
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
未
遂
で
も

共
謀
、
教
唆
、
扇
動
し
た
だ

け
で
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
も
何
が
秘
密
な
の
か

も
秘
密
で
、
突
然
逮
捕
さ
れ

て
も
弁
護
士
が
弁
護
す
る
の

が
「
困
難
」
に
な
り
ま
す
。

国
民
の
知
る
権
利
・
報
道
の

自
由
・
表
現
の
自
由
な
ど
、

国
民
主
権
を
踏
み
に
じ
る
、

憲
法
に
反
す
る
「
特
定
秘
密

保
護
法
」は
ま
ず
廃
止
し
て
、

十
分
に
論
議
を
深
め
る
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。

採
決　

賛
成
１
反
対
10

結
果　

不
採
択

陳情者から意見を聴く（３月 10 日）



議員定数
問題等調査
特別委員会

議
員
定
数
１
減
の
12
人
で
可
決

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　

議　件　名
結

果

八
木
橋

友

成 

大

井 

三

田 

小

寺 

大

西

大

平

藤

本 

楢

崎

置

田

重

山

鵜

川
議員定数を定める条例の
改正 可 ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × ―

議員報酬に関する条例の
改正 不 × × × × × × × × × × × ―

賛
成
５
反
対
５
の
可
否
同
数
で
委
員
長
採
決

委
員
長
報
告　

　

平
成
23
年
の
町
議
会

議
員
選
挙
を
前
に
し
た

議
会
報
告
会
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
議
員
定

数
に
つ
い
て
見
解
を
求

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
議
会
と
し
て
結
論

を
出
す
た
め
に
こ
の
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、

検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

こ
の
間
、
６
回
に
わ

た
り
特
別
委
員
会
を
開

催
し
、
専
門
的
知
見
の

活
用
、
町
内
関
係
団
体

と
の
一
般
会
議
、
議
会

報
告
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
参
考
人
制

度
の
活
用
等
を
行
い
、

皆
さ
ん
と
の
活
発
な
意

見
交
換
を
進
め
た
中
で
、

現
状
維
持
、
増
員
、
減

員
と
様
々
な
意
見
を
頂

い
た
。

【
委
員
長
】
八
木
橋
義
則
【
副
委
員
長
】
藤
本
光
行

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
慎
重
に
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
議
員
定
数

に
つ
い
て
適
正
と
さ
れ

る
明
確
な
基
準
は
な
い

中
で
、
本
町
の
人
口
が

減
少
傾
向
に
あ
る
状
況

を
鑑
み
、
削
減
は
や
む

を
得
な
い
と
考
え
る
。

　

議
会
は
合
議
制
の
意

思
決
定
機
関
と
し
て
、

大
き
な
権
限
と
重
要
な

責
務
を
担
っ
て
い
る
。

議
員
定
数
の
削
減
に
よ

り
、
責
務
遂
行
の
妨
げ

と
な
ら
な
い
よ
う
各
議

員
が
町
全
体
の
代
表
者

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、

そ
の
資
質
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
積
極
的

に
議
論
の
場
を
つ
く
り

効
果
的
な
議
会
運
営
を

行
う
こ
と
で
、
議
会
機

能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

な
く
そ
の
責
務
が
十
分

果
た
せ
る
も
の
と
考
え
、

議
員
定
数
を
１
人
減
の

12
人
と
す
る
こ
と
に
決

し
、
平
成
27
年
４
月
の

選
挙
よ
り
適
用
す
る
。

　

報
酬
に
つ
い
て
は
、

現
状
維
持
、
増
額
等
様
々

な
意
見
を
頂
い
た
が
、

現
在
の
活
動
状
況
を
鑑

み
、
現
行
額
と
す
る
。

開催年月日 内　容 件数等

Ｈ 25. 8.23 質疑、意見

Ｈ 25.10.22 専門的知見の活用（北海道大学名誉教授　神原　勝氏）

Ｈ 25.10.24 質疑、意見

Ｈ 25.11.5 ～Ｈ 25.11.26

町内関係団体との一般会議（議友会・栗山消費者協会・
栗山町ボランティア連絡協議会・栗山商工会議所・栗
山青年会議所・そらち南農業協同組合・同青年部・同
女性部・農民協議会・各町内会長・自治会長）

54 人

Ｈ 26.2.3 ～Ｈ 26.2.21 町民意見の募集（パブリックコメント） 25 人

Ｈ 26.2.17～Ｈ 26.2.21 議会報告会 225 人

Ｈ 26. 2.21
参考人招致

（北海道町村議会議長会事務局長　勢旗了三氏）

Ｈ 26. 3. 3 質疑、意見

Ｈ 26. 3.10 討論、採決

■審議経過等

■採決結果

議員定数と報酬のあり方を検討
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藤
本　

定
数
を
定
め
る

上
で
の
決
定
的
な
基

準
を
定
め
る
こ
と
は
難
し
い

が
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
ど
こ

に
求
め
る
か
と
な
る
と
、
自

治
体
の
規
模
、
す
な
わ
ち
人

口
動
向
で
あ
る
。
過
去
の
議

会
が
定
数
に
つ
い
て
の
議
論

を
何
度
と
な
く
行
っ
て
き
た

が
、
定
数
の
変
遷
を
見
る
限

り
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
人
口

の
推
移
が
考
慮
さ
れ
て
き

た
。
次
回
改
選
時
の
平
成
27

年
に
は
、
本
町
の
人
口
は

１
万
２
４
０
０
人
余
り
に
な

る
推
計
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
に
伴

い
議
員
定
数
を
減
ら
し
続
け

る
も
の
で
も
な
い
。
現
在
、

議
会
は
２
つ
の
政
策
的
常
任

委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。

委
員
会
内
で
の
十
分
な
議
論

を
踏
ま
え
結
論
を
導
く
た
め

に
は
経
験
上
、
ま
た
、
多
く

の
専
門
家
の
意
見
か
ら
も
６

人
が
最
低
限
必
要
で
あ
る
。

２
つ
の
常
任
委
員
会
を
持
ち

な
が
ら
、
議
会
を
運
営
す
る

上
で
12
人
の
定
数
が
ぎ
り
ぎ

楢
崎　

議
員
定
数
や
報

酬
に
は
類
似
近
隣
自

治
体
の
現
況
、
人
口
、
定
数
、

報
酬
の
変
遷
、
議
員
と
議
会

の
活
動
実
態
等
々
い
ろ
い
ろ

な
フ
ァ
ク
タ
ー
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
の
議
会
が
定
数
を
定
め

て
い
る
。
加
え
て
議
会
は
現

在
１
人
欠
員
で
運
営
を
し
て

き
た
。
12
人
で
も
で
き
る
と

い
う
発
言
も
あ
っ
た
が
、
総

務
教
育
常
任
委
員
会
で
は
過

去
に
１
人
欠
席
し
委
員
長
、

副
委
員
長
を
除
く
委
員
２
人

で
審
議
を
進
め
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
採
決
も
委
員
長
を
除

き
３
人
で
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
議
長
が
委
員
会
に
所

属
を
す
る
選
択
肢
も
あ
る
が

本
来
議
長
は
委
員
会
に
所
属

す
る
べ
き
で
は
な
い
。
栗
山

町
議
会
の
経
験
則
に
照
ら
せ

ば
現
状
の
13
人
が
適
当
。

　

栗
山
町
議
会
基
本
条
例
の

前
文
に
自
由
か
っ
達
な
議
論

を
と
お
し
て
論
点
、
争
点
を

発
見
、
公
開
す
る
こ
と
は
討

論
の
広
場
で
あ
る
議
会
の
第

一
の
使
命
で
あ
る
と
う
た
っ

り
の
姿
で
あ
る
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
住
民
の

意
見
は
現
状
13
名
が
妥
当
と

い
う
意
見
が
多
く
を
占
め

た
。
し
か
し
、
議
員
定
数
は

議
会
の
中
で
議
員
自
ら
が
し

っ
か
り
結
論
を
出
し
て
ほ
し

い
、
要
は
中
身
が
一
番
大
事

だ
と
い
う
意
見
が
相
当
あ
っ

た
こ
と
も
事
実
だ
。
１
人
減

員
し
た
中
で
個
々
が
そ
の
責

任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
よ
り

充
実
し
た
議
会
を
目
指
す
こ

と
も
悪
い
選
択
で
は
な
い
。

三
田　

現
状
１
人
欠
員

の
12
人
で
議
会
運
営

を
行
っ
て
い
る
。
人
口
減

は
議
員
定
数
の
減
と
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
が
、
そ
の
町
に
合
っ

た
適
正
な
人
数
が
あ
る
。

議
員
も
痛
み
を
感
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
町
民
の

声
が
議
会
に
届
き
に
く
く

な
る
と
い
う
意
見
も
あ
る

が
現
状
の
ま
ま
や
ろ
う
と

思
う
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら

に
地
域
に
入
り
町
民
一
人

ひ
と
り
の
意
見
を
聞
い
た

中
で
議
会
に
反
映
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
ま
で
以
上
の
努
力
で
12

名
で
も
や
っ
て
い
け
る
。

一
般
会
議
や
議
会
報
告
会
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
し
、
そ
こ
で
の
住
民

参
加
は
約
３
０
０
人
ほ
ど
。

そ
の
他
に
も
個
々
の
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
町
民
の
声
を

聞
い
て
い
る
と
思
う
が
現

状
維
持
と
い
う
声
が
半
数

以
上
だ
。
し
か
し
、
こ
の

３
０
０
人
と
い
う
数
は
、

余
り
に
も
少
な
い
。
声
を

出
し
て
言
わ
れ
る
方
は
現

状
維
持
、
逆
に
増
や
す
と

い
う
声
も
あ
る
が
、
個
々

に
聞
い
た
一
般
町
民
か
ら

は
12
人
が
妥
当
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。
こ
の
件
に

関
す
る
意
見
の
数
は
ま
だ

足
り
な
い
が
私
ど
も
は
今

ま
で
以
上
に
町
民
に
見
え

る
形
で
議
会
を
運
営
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
人
減

12
人

て
い
る
。
議
会
の
役
割
は
何

か
、
参
加
す
る
議
会
、
討
議

す
る
議
会
、
提
言
す
る
議
会

で
あ
り
、
現
状
に
お
い
て
の

定
数
減
は
先
輩
議
員
が
心
血

を
注
い
で
つ
く
っ
た
栗
山
町

議
会
基
本
条
例
の
本
文
に
照

ら
し
て
も
疑
義
が
あ
る
。
定

数
を
減
ら
し
続
け
る
こ
と
は

議
会
改
革
で
は
な
い
。

重
山　

議
会
基
本
条
例

第
21
条
に
議
員
定
数

の
改
正
に
あ
た
っ
て
は
行

財
政
改
革
の
視
点
だ
け
で

は
な
く
・
・
・
と
、
こ
こ

が
と
て
も
重
要
。
そ
も
そ

も
議
会
と
は
何
か
。
住
民

自
治
の
充
実
、
地
域
民
主

主
義
の
発
展
、
そ
の
た
め

に
何
を
す
る
か
そ
の
視
点

が
大
事
。
議
員
定
数
を
減

ら
せ
ば
町
民
の
声
が
届
き

に
く
く
な
る
。
議
員
が
こ

ま
め
に
住
民
の
中
に
入
り

話
し
合
い
、
町
民
の
代
弁

者
と
し
て
提
案
す
る
た
め

に
は
現
在
の
13
人
は
最
低

限
度
の
数
で
あ
る
。
減
る

こ
と
で
多
様
な
意
見
が
少

な
く
な
り
、
オ
ー
ル
与
党

的
に
な
り
、
二
元
代
表
制

現
状
維
持

13
人

が
発
揮
し
に
く
く
な
る
。

議
員
の
最
低
当
選
ラ
イ
ン

が
あ
が
り
、
立
候
補
す
る

人
が
ま
す
ま
す
少
な
く
な

る
。
先
ほ
ど
三
田
委
員
の

討
論
で
議
員
定
数
を
減
ら

す
こ
と
が
議
員
の
痛
み
と

発
言
が
あ
っ
た
が
議
員
定

数
を
減
ら
す
こ
と
は
む
し

ろ
町
民
の
痛
み
で
あ
る
。

自
分
の
声
が
そ
れ
だ
け
届

か
な
く
な
る
の
だ
か
ら
。

　

専
門
的
知
見
の
活
用
に

お
い
て
神
原
教
授
の
検
証

の
中
で
も
、
人
口
が
減
っ

て
も
議
員
の
仕
事
は
減
る

わ
け
で
は
な
い
と
。
私
も

議
員
生
活
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
議
員
定
数
が
20

人
、
18
人
、
13
人
と
経
験

し
て
き
た
が
本
当
に
今
、

地
方
分
権
に
な
り
仕
事
の

量
は
増
え
て
い
る
。

　

委
員
会
構
成
で
議
長
を

委
員
会
に
加
え
る
と
い
う

点
で
は
反
対
で
あ
る
。
議

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は

そ
れ
な
り
に
大
変
強
い
も

の
が
あ
る
た
め
議
長
そ
の

も
の
の
権
能
と
い
う
点
で

考
え
る
と
加
わ
る
べ
き
で

は
な
い
。

討
論
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■
町
民
の
意
見

議員定数と報酬のあり方を検討

■
募
集
期
間　

平
成
26
年
２
月
３
日
～
平
成
26
年
２
月
21
日

■
意
見
提
出　

25
件
（
男
性
18
人
、
女
性
７
人
）

　
　
　
　
　
　

う
ち
直
接
持
参
１
件
、
郵
送
１
件
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
23
件
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町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

民
意
見
の
募
集
結
果

（
定
数
）
13
人
。
今
回
の

補
欠
選
挙
で
は
立
候
補

者
が
１
人
の
場
合
、
誰

で
も
議
員
に
な
れ
る
の

は
当
然
の
こ
と
だ
が
納

得
が
い
か
な
い
。
何
か

最
低
の
条
件
が
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

良
識
の
あ
る
人
の
立
候

補
を
望
む
。

（
報
酬
）
妥
当

（
定
数
）
昨
年
か
ら
議
員

の
欠
員
で
議
会
運
営
に

支
障
が
な
け
れ
ば
条
例

改
正
し
て
定
数
12
人
に

し
て
く
だ
さ
い
。

（
報
酬
）
現
状
か
ら
見
て

も
妥
当
。
主
は
議
員
活

動
費
で
あ
っ
て
生
活
給

で
は
な
い
こ
と
を
理
解

し
て
く
だ
さ
い
。

（
定
数
）
仕
事
ぶ
り
に
よ

る
が
住
民
の
意
見
を
吸

い
上
げ
る
に
は
10
人
は

必
要
。

（
報
酬
）
仕
事
ぶ
り
に
よ

る
。
多
い
少
な
い
は
議

員
自
身
が
一
番
わ
か
る

の
で
は
。
住
民
を
納
得
、

満
足
さ
せ
る
よ
う
に
ご

活
躍
く
だ
さ
い
。

（
定
数
）
平
成
19
年
に
５

人
も
減
ら
し
て
い
る
。

ま
だ
、
こ
の
ま
ま
の
定

数
で
よ
い
。
町
民
の
意

見
、
町
内
の
状
況
を
把

握
す
る
に
は
13
人
は
必

要
。
町
民
に
議
会
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

る
状
況
を
町
民
に
伝
え

る
べ
き
。
そ
れ
が
町
議

の
必
要
性
に
つ
な
が
る
。

（
報
酬
）
月
額
21
万
円
。

少
額
で
も
引
き
上
げ
て

若
い
人
に
議
員
に
な
る

気
持
ち
を
持
た
せ
た
い
。

（
定
数
）
12
人
。
人
口
千

人
に
１
人
く
ら
い
が
望

ま
し
い
。

（
報
酬
）
妥
当
。
近
隣
市

町
村
に
準
ず
る
。

（
定
数
）
15
人
。
13
人
は

減
ら
し
す
ぎ
。
町
民
の

声
を
十
分
に
反
映
す
る

に
は
一
定
の
数
が
必
要
。

（
報
酬
）
25
万
円
。
誰
も

が
議
会
活
動
に
専
念
で

き
る
た
め
に
は
、
今
の

報
酬
は
少
な
す
ぎ
る
。

（
定
数
）
栗
山
町
の
人
口

も
減
っ
て
い
る
た
め
12

人
が
妥
当
。
消
費
税
の

増
税
で
町
民
税
を
納
め

る
の
が
大
変
に
な
る
。

（
報
酬
）
18
万
６
千

円
。
平
均
よ
り
高
い

の
で
１
万
円
減
額
で

18
万
６
千
円
が
妥
当
。

（
で
き
れ
ば
町
長
給
与
の

減
額
も
考
慮
し
て
欲
し

い
）

（
定
数
）
12
人
。
運
営
に

支
障
が
な
け
れ
ば
問
題

は
な
い
。

（
報
酬
）
妥
当
。
報
酬
は

町
の
た
め
に
使
わ
れ
る

議
員
の
活
動
費
で
あ
れ

ば
増
額
も
必
要
。

（
定
数
）
13
人
。
こ
れ
以

上
、
議
員
を
減
ら
し
て

も
だ
め
。
議
員
さ
ん
に

は
町
の
た
め
に
ど
ん
ど

ん
活
動
し
て
い
く
べ
き
。

（
報
酬
）
妥
当
。
ど
ん
ど

ん
活
動
す
る
た
め
に
は

研
修
費
用
は
増
額
も
必

要
。

（
定
数
）
13
人
。
議
会
に
出
席
し
て
、
町
側
の
提
案
を

議
論
す
る
だ
け
が
議
員
の
仕
事
で
は
な
い
。
こ
ま
め
に

住
民
の
中
に
入
り
話
し
合
い
を
持
ち
、
相
談
に
の
り
、

要
望
を
聞
き
、
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
町
に
提
案
す
る

こ
と
が
１
番
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、「
議
員
さ
ん
の

顔
を
み
た
こ
と
が
な
い
」「
議
員
は
ど
ん
な
仕
事
を
し

て
い
る
の
か
」
と
の
声
も
聴
く
。
住
民
と
の
会
話
が
不

十
分
と
い
え
よ
う
。
議
員
だ
け
の
資
質
の
問
題
か
？
栗

山
町
の
議
員
は
忙
し
い
と
聴
く
。
議
会
開
催
日
数
だ
け

み
て
も
、
栗
山
町
議
会
は
全
道
平
均
よ
り
20
日
近
く
多

い
。
議
員
と
し
て
研
修
も
積
ん
で
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
現
在
の
13
人
は
最
低
限
度
の
数
で
あ
る
。

増
こ
そ
あ
れ
減
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（
報
酬
）
妥
当
。
議
員
は
政
治
の
専
門
家
で
あ
っ
て
ほ

し
い
。
意
気
込
み
と
資
質
の
あ
る
方
だ
れ
も
が
議
員
に

な
る
た
め
に
は
、
生
活
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
議
会
活
動
以
外
に
も
住
民
と
の
話
し
合
い
、
調
査

活
動
を
す
る
と
な
る
と
、
兼
業
で
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
。
現
在
の
報
酬
は
最
低
限
度
で
あ
る
。
有
能
で
子
育

て
世
代
の
方
が
立
候
補
す
る
た
め
に
は
、
将
来
的
に
公

務
員
並
み
が
望
ま
し
い
。

栗
山
町
議
会
で
は
議
員
定
数
や
報
酬
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



（
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、

「
妥
当
」
や
「
今
の
ま
ま

で
よ
い
」
な
ど
の
賛
否
だ

け
を
示
し
た
意
見
は
省
略
し

ま
し
た
。）

■
意
見
に
対
す
る
議
会
の
考
え
方
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たくさんのご意見
ありがとうございました。

（
定
数
）
現
在
の
人
数
が

妥
当
。

（
報
酬
）
下
げ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
優
秀
な

人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
は
安
い
報
酬
で
は
不

可
能
。
妥
当
な
報
酬
で

力
を
十
分
発
揮
し
て
ほ

し
い
。

（
定
数
）
13
人
。
今
の
状
況
で
は
妥
当
。
減
ら
す
の
は

反
対
。
町
の
人
口
、
産
業
な
ど
が
基
準
に
な
る
が
、
少

な
い
と
議
会
費
用
が
少
な
く
済
む
が
、
多
様
な
意
見
も

少
な
く
な
り
、
オ
ー
ル
与
党
的
に
な
り
、
二
元
代
表
制

が
発
揮
し
づ
ら
く
な
る
。
ま
た
、
議
員
の
最
低
当
選
ラ

イ
ン
が
上
が
り
立
候
補
す
る
人
が
増
々
少
な
く
な
る
。

議
員
全
員
に
よ
る
委
員
会
で
は
な
く
、
個
別
の
委
員
会

を
開
く
こ
と
が
で
き
る
数
は
必
要
。
町
民
と
議
会
の
距

離
が
大
き
く
な
る
。
地
域
代
表
、
産
業
代
表
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
代
表
な
ど
、
選
ば
れ
る
基
準
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

人
口
が
極
端
に
減
れ
ば
適
正
な
数
は
議
会
か
町
が
将
来

像
を
描
い
て
提
案
す
る
べ
き
。

（
報
酬
）
妥
当
。
会
議
の
出
席
日
数
な
ど
を
考
え
、
現

状
で
良
い
。
説
得
力
の
あ
る
説
明
で
あ
れ
ば
上
げ
て
も

良
い
。

（
定
数
）
10
人
以
内
に
。

人
口
減
に
対
し
議
員
の

役
割
、
活
動
を
再
構
築

す
る
べ
き
。
将
来
世
代

に
対
し
責
任
を
果
た
す

た
め
。

（
報
酬
）
妥
当
。
仕
事
の

内
容
が
は
っ
き
り
わ
か

れ
ば
高
く
と
も
良
い
。

（
定
数
）
現
在
の
13
人
が

少
な
い
と
は
思
わ
な
い
。

議
員
数
を
減
ら
す
こ
と

に
よ
っ
て
負
担
が
大
き

く
な
る
。
ま
た
、
減
ら

し
た
分
だ
け
地
域
と
の

繋
が
り
が
薄
く
な
る
。

議
員
さ
ん
に
は
議
会
報

告
会
以
外
に
も
地
域
の

巡
回
を
通
じ
て
町
内
の

現
況
を
把
握
し
て
い
て

ほ
し
い
。

（
報
酬
）
妥
当
。
活
動

に
必
要
な
資
料
や
研
修

費
用
の
拡
充
を
考
え
て

は
？
領
収
書
等
の
提
出

に
よ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
は

可
能
。

（
定
数
）
11
人
。
現
在
、

12
人
で
行
わ
れ
て
い
る

の
で
１
人
減
で
良
い
。

近
隣
町
や
類
似
町
に
く

ら
べ
て
人
口
当
た
り
に

対
す
る
議
員
数
は
少
な

い
が
、
他
町
が
す
ば
ら

し
い
町
政
を
行
っ
て
い

る
と
は
思
え
な
い
の
で
、

少
数
で
も
き
ち
ん
と
し

た
町
政
を
し
て
い
る
手

本
に
な
る
よ
う
目
指
し

て
ほ
し
い
。

（
報
酬
）
妥
当
。
１
人
減

で
議
員
さ
ん
は
大
変
だ

と
思
う
が
今
の
報
酬
で

何
と
か
や
っ
て
ほ
し
い
。

（
定
数
）
現
状
の
12
人
で

運
営
、
活
動
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
１
人
減
で
も

良
い
。

（
報
酬
）
近
隣
市
町
と
比

較
し
て
も
今
の
ま
ま
で

良
い
。
ま
た
、
今
後
の

色
々
な
問
題
解
決
に
向

け
て
、
知
識
と
教
養
を

身
に
着
け
て
い
た
だ
く

た
め
に
も
勉
強
、
研
修

す
る
費
用
を
今
よ
り
増

や
し
て
も
良
い
。（
２
万

円
）

（
定
数
）
13
人
。
国
、
道
、

町
も
予
算
が
無
い
の
が

現
実
で
は
な
い
か
と
思

う
。
国
民
１
人
当
た
り

７
０
０
～
８
０
０
万
円

も
の
借
金
を
だ
れ
が
払

う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
う
ち
、
建
物
（
高
層

ビ
ル
、
道
路
、
橋
）
な

ど
年
々
老
朽
化
し
て
い

く
中
、
大
変
な
お
金
が

か
か
る
と
思
う
。
議
員

を
減
ら
す
こ
と
に
は
な

ら
な
い
と
思
う
。
１
人

で
も
多
く
の
議
員
が
腹

を
割
っ
て
話
し
合
い
を

し
、
良
い
方
向
に
も
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
報
酬
）
妥
当
。

（
定
数
）
議
会
の
活
動
も

あ
る
程
度
の
人
数
は
必

要
。
現
行
の
12
人
で
こ

れ
以
上
減
ら
さ
な
く
て

良
い
。

（
報
酬
）
妥
当
。
活
動
向

上
の
た
め
に
政
務
活
動

費
を
現
行
の
８
千
円
か

ら
多
少
上
げ
て
も
良
い
。

（
定
数
）
13
人
。
人
口
が

減
っ
て
も
議
員
の
仕
事

が
減
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
報
酬
）
25
万
円
。
若
い

人
が
立
候
補
す
る
よ
う

報
酬
を
引
き
上
げ
て
は
。

議
員
定
数
に
つ
い
て
適
正
と
さ
れ
る
明
確
な
基
準
は
な

い
中
で
、
本
町
の
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
状
況
を
鑑

み
、
削
減
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
議
員
定
数
を
１
人

減
の
12
人
と
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
報
酬
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
活
動
状
況
を
鑑
み
、
現
行
額
と
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



①農村道の簡易舗装整備を
②河川改修整備と災害被害の予測を

５議員が一般質問
大井賢治 議員

重山雅世 議員

①学校給食に鹿肉のメニューを
②公営住宅のＩＨ調理器設置見直しを
③医療費窓口負担の減免制度の普及を

楢﨑忠彦 議員

三田源幸 議員

①中学校統合に伴うソフト面の対応は

①合併破たん後の方向性は
②海外視察の成果と特産品販路拡大は

町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い

置田武司 議員

①栗っ子の体力向上に向けた具体策は
②コミュニティ・スクールの導入は

優先順位を定め第６次総合計画に計上
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Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

町
道
保
全

  農村道の簡易舗装整備を

優先順位を定め第６次総合計画に計上

議
員　

最
近
の
気
候
変
化
で

地
盤
が
緩
み
、
崖
崩
れ
な
ど

が
多
く
発
生
し
、
河
川
に
も

悪
い
影
響
が
出
て
い
る
。
上

流
部
で
は
側
溝
が
崩
れ
、
中

下
流
部
で
は
土
砂
の
堆
積
や

倒
木
が
み
ら
れ
奇
怪
な
浸
食

や
蛇
行
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
樹

木
も
大
き
く
な
り
、
倒
壊
し

て
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る

と
大
変
で
あ
る
。
定
期
的
に

河
川
を
点
検
し
改
修
整
備
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
被
害
対
策

の
予
測
も
、
あ
る
程
度
調
査

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　

町
で
は
、
過
去
に
大

雨
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た

河
川
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
水
底
の
土
砂
を

さ
ら
い
倒
木
の
除
去
な
ど
、

河
川
環
境
の
改
善
及
び
氾
濫

防
止
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

地
域
要
望
等
を
踏
ま
え
、
適

切
で
効
果
的
な
維
持
管
理
に

努
め
る
。

　

国
や
道
か
ら
示
さ
れ
た
地

す
べ
り
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の

危
険
個
所
の
把
握
は
し
て
い

る
が
、
細
か
な
災
害
予
測
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

今
後
も
、
巡
回
や
情
報
収

集
を
し
な
が
ら
危
険
個
所
の

把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

速
や
か
に
災
害
へ
の
対
応
に

当
た
る
。

議
員　

本
町
に
は
、
町
道
か

ら
の
継
ぎ
線
と
し
て
舗
装
で

結
ぶ
経
路
が
未
整
備
の
地
域

も
あ
り
、
不
便
さ
を
生
じ
て

い
る
箇
所
が
残
っ
て
い
る
。

正
規
な
舗
装
は
、
高
額
な
経

費
を
要
す
る
た
め
農
村
部
で

は
、
狭
い
道
幅
で
も
、
簡
易

的
な
舗
装
で
経
費
節
減
に
つ

な
が
る
。

　

ま
た
、
町
が
舗
装
整
備
の

優
先
順
位
を
作
成
し
、
計
画

的
に
実
行
で
き
る
よ
う
、
第

６
次
総
合
計
画
に
反
映
す
る

考
え
は
。

町
長　

町
が
管
理
す
る

道
路
は
24
年
度
末
で

３
４
６
路
線
、
延
長
約

29
万
７
千
６
０
０
メ
ー
ト
ル

で
約
三
分
の
一
が
未
舗
装
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
地
域
か
ら
の

要
望
等
に
応
じ
て
、
町
道
の

舗
装
化
や
砂
利
道
は
現
地
確

認
し
な
が
ら
機
械
で
な
ら
し

て
安
全
・
安
心
な
道
路
の
確

保
に
努
め
て
き
た
。

　

町
民
と
の
懇
談
会
や
各
町

内
会
、
自
治
会
か
ら
の
要
望

内
容
を
精
査
し
、
優
先
順
位

を
定
め
、
第
６
次
総
合
計
画

に
計
上
し
、
道
路
整
備
に
努

め
る
。

治水事業

地
域
要
望
を
踏
ま
え
維
持
管
理
す
る

河
川
改
修
整
備
と
災
害
被
害
の
予
測
を

 農産物流通の効率化と農村地域の生活環境の
向上のためにきめ細やかな整備が必要

災害を防ぐ為に様々な工夫がされている

大井賢治 議員
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３月定例会　一般質問

教
育
環
境

意見を伺いながら、慎重に対応

 学校給食に鹿肉のメニューを

議
員　

鹿
肉
加
工
施
設
の
事

業
展
開
後
、
地
元
の
加
工
施

設
と
連
携
し
、
学
校
給
食
に

鹿
肉
の
メ
ニ
ュ
ー
も
加
え
て

町
お
こ
し
を
図
っ
て
は
。

教
育
長　

学
校
給
食
の
鹿
肉

使
用
に
つ
い
て
は
、
衛
生
面

や
栄
養
面
に
十
分
配
慮
し
、

安
心
で
安
全
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
ま
た
、
安

定
的
な
供
給
、
加
工
流
通
体

制
が
整
う
こ
と
も
必
要
だ
。

地
元
加
工
施
設
の
発
展
を
願

い
連
携
、
協
働
を
築
く
こ
と

は
大
切
だ
が
、
鹿
肉
を
学
校

給
食
の
食
材
と
す
る
こ
と
の

適
否
に
つ
い
て
、
調
理
現
場

や
学
校
給
食
運
営
委
員
会
等

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
慎

重
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
の
よ
う
な
日
が
来
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

議
員　

世
界
保
健
機
構
は
、

「
低
周
波
電
磁
波
と
小
児
白

血
病
と
の
関
連
が
否
定
で
き

な
い
」
と
、
各
国
に
法
整
備

な
ど
予
防
措
置
を
求
め
る
勧

告
を
公
表
し
た
。

　

新
築
時
に
Ｉ
Ｈ
調
理
器
を

設
置
後
、
具
合
が
悪
く
な
り

現
在
は
ガ
ス
で
調
理
を
し
て

い
る
町
民
も
い
る
。

　

日
本
は
先
進
国
の
中
で
も

極
め
て
電
磁
波
に
緩
い
国
と

い
う
指
摘
も
あ
り
、
オ
ー
ル

電
化
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
安

全
で
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ

が
定
着
し
、
危
険
性
を
知
ら

ず
に
入
居
し
て
い
る
方
が
大

半
で
あ
る
。
電
磁
波
は
ア
ス

ベ
ス
ト
同
様
、
す
ぐ
に
健
康

被
害
が
現
れ
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
何
年
も
先
に
発
病
す

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　

西
欧
諸
国
の「
予
防
原
則
」

の
考
え
方
に
学
び
、
公
営
住

宅
の
Ｉ
Ｈ
調
理
器
設
置
を
再

考
し
て
は
ど
う
か
。

　

入
居
者
は
毎
月
、
北
電
に

電
気
料
金
の
ほ
か
調
理
器
の

レ
ン
タ
ル
料
の
負
担
も
伴

い
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
業
者
の

経
営
も
圧
迫
す
る
の
で
は
。

町
長　

本
町
の
公
営
住
宅
は

火
災
発
生
等
の
危
険
性
を
勘

案
し
、
近
年
は
オ
ー
ル
電
化

で
進
め
て
い
る
。
家
電
製
品

協
会
で
は
、
33
製
品
の
電
磁

波
強
度
を
測
定
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
国
際
非
電
離

放
射
線
防
護
委
員
会
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
適
合
性

を
評
価
し
、
Ｉ
Ｈ
調
理
器
を

は
じ
め
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
超

え
る
機
器
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
営
住
宅
に
入
居

公営住宅

今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
な
考
え
で
整
備

公
営
住
宅
の
Ｉ
Ｈ
調
理
器
設
置
見
直
し
を

松栄団地の IH 調理器

重山雅世 議員

さ
れ
て
い
る
方
か
ら
も
、
電

磁
波
に
よ
る
体
調
不
良
の
訴

え
も
無
く
、「
予
防
原
則
」

の
視
点
で
は
な
く
今
後
も
こ

れ
ま
で
同
様
な
考
え
で
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

エゾシカ食肉加工施設の管理・運営状況の説明をする株
式会社アルデバランの飯田氏と島崎氏

　

環
境
や
人
の
健
康
に
対
し

て
深
刻
な
悪
影
響
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

は
、
科
学
的
な
因
果
関
係
が

十
分
に
証
明
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、
予
防
措
置
を
と
る
こ

と
を
延
期
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
考
え
方
。

そ
も
そ
も

予
防
原
則
と
は
？
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医
療
費
窓
口
負
担
の
減
免
制

度
の
周
知
方
法
は

各
医
療
機
関
の
窓
口
に
協
力

要
請
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。
今
後
は
、
更
に
町
広

報
や
被
保
険
者
証
交
付
時
等

に
周
知
を
図
る
。

こ
う
い
う
質
問
も
し
ま
し
た



Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

教
育
環
境

  中学校統合に伴うソフト面の対応は

授業交流、部活動合同練習など実施

議
員　

26
年
度
教
育
行
政
執

行
方
針
で
、「
教
育
行
政
は
、

変
化
に
対
応
す
る
力
を
育
む

子
育
て
や
教
育
を
地
域
課
題

と
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学

習
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」、栗
山
の
教
育
を
「
栗

山
町
ふ
る
さ
と
教
育
」
と
と

ら
え
、「
行
動
す
る
教
育
委

員
会
」
と
し
て
、
各
種
活
動

を
具
体
的
に
提
案
さ
れ
て
い

る
。

①
昨
年
11
月
16
日
、
継
立
中

学
校
の
閉
校
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
67
年
間
の
歴
史
を
積
み

重
ね
本
年
４
月
栗
山
中
学
校

に
統
合
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等

の
ハ
ー
ド
面
は
体
制
が
整
っ

た
が
、ソ
フ
ト
面
の
対
応
は
。

②
14
年
度
か
ら
、
ゆ
と
り
教

育
の
一
環
と
し
て
完
全
学
校

週
５
日
制
が
導
入
さ
れ
た
。

時
代
の
急
激
な
変
化
の
中

で
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
が
土
曜
学
校
の
試
行
は
ゆ

と
り
教
育
の
見
直
し
と
し
て

と
ら
え
る
の
か
。

③
12
年
度
、
ハ
サ
ン
ベ
ツ
の

２つの中学校の伝統を受け継いだ、新生栗山中学校の
新たな歴史がスタート（４月 7 日　入学式）

離
農
跡
地
を
利
用
し
て
始

ま
っ
た
里
山
づ
く
り
計
画
、

そ
の
後
に
遠
藤
桃
子
さ
ん
が

所
有
す
る
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
山
林
を
寄
贈
、
遠
藤
さ
ん

の
森
と
し
て
案
内
図
の
看
板

も
立
て
ら
れ
た
。
ハ
サ
ン
ベ

ツ
里
山
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
環

境
整
備
支
援
の
考
え
は
。

教
育
長　

①
栗
山
町
立
中
学

校
統
合
推
進
委
員
会
を
設
置

し
、
両
校
に
お
い
て
各
種
取

組
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
生

徒
会
、学
年
毎
の
授
業
交
流
、

部
活
動
合
同
練
習
な
ど
生
徒

の
円
滑
な
融
合
に
向
け
、
時

に
保
護
者
を
交
え
行
っ
た
。

４
月
１
日
か
ら
栗
山
町
で
一

校
と
な
る
中
学
校
で
新
た
な

教
育
が
始
ま
る
区
切
り
と
し

て
、
新
し
い
校
訓
と
目
標
を

定
め
、
入
学
式
に
は
「
教
育

開
始
宣
言
」
を
す
る
。

②
「
ゆ
と
り
教
育
」
と
は
、

マ
ス
コ
ミ
造
語
で
あ
り
、
10

年
間
の
教
育
を
適
切
に
表
現

し
て
い
な
い
と
考
え
る
。
26

年
度
、
土
曜
教
育
活
動
に
挑

戦
す
る
が
、
昭
和
60
年
か
ら

培
わ
れ
て
き
た
町
民
活
動
に

教
訓
を
得
た
地
域
総
ぐ
る
み

の
教
育
へ
の
試
行
で
、
栗
山

独
自
の
地
域
、
保
護
者
、
町

民
、
学
校
が
協
働
で
創
造
す

る
教
育
活
動
だ
と
と
ら
え
て

い
る
。

③
「
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン

タ
ー
周
辺
の
環
境
整
備
」
臨

時
作
業
員
を
雇
用
し
維
持
管

理
を
し
て
い
る
が
、
25
年
度

か
ら
は
、
そ
の
雇
用
期
間
を

１
か
月
延
長
し
、
周
辺
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
る
。

議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁
の内容を要約して載せています。
会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりた
い方は議会事務局までお問い合わせください。

質問は要約されています

楢﨑忠彦 議員
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３月定例会　一般質問

広
域
連
携

学校給食センターは本町単独で

  広域連携の取り組みと方向性は

議
員　

本
町
は
「
少
年

ジ
ェ
ッ
ト
希
望
の
翼
」、「
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
の
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
と
の
研
修
交
流
」、

「
農
業
青
年
の
海
外
研
修
」

な
ど
青
少
年
を
海
外
へ
派
遣

し
、
豊
か
な
感
性
や
グ
ロ
ー

バ
ル
な
感
覚
を
持
つ
人
を
育

て
て
い
る
。

　

海
外
で
の
体
験
は
言
葉
の

違
い
や
異
文
化
等
に
触
れ
る

こ
と
で
、
ひ
と
ま
わ
り
も
ふ

た
ま
わ
り
も
大
き
く
さ
せ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
を
持
っ

た
人
間
を
育
て
る
と
思
う
。

帰
国
後
の
報
告
会
等
の
発
表

を
聞
く
と
、
そ
の
経
験
し
て

き
た
こ
と
の
大
き
さ
が
伝
わ

り
、
そ
の
喜
び
が
生
ま
れ
て

く
る
。

①
昨
年
、
町
長
が
視
察
し
た

フ
ラ
ン
ス
の
研
修
内
容
と
成

果
は
。
ま
た
、
今
後
ど
の
分

野
で
活
か
さ
れ
る
の
か
。

②
海
外
に
お
け
る
栗
山
町
の

特
産
品
の
販
路
拡
大
に
向

け
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

成
果
や
今
後
の
予
定
は
。

町
長　

①
目
的
は
「
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
６
次
産

業
化
の
推
進
」
と
「
ア
グ
リ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
融
合
に
よ
る

地
域
振
興
」。
第
６
次
総
合

計
画
の
産
業
活
性
化
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
生
か
す
。

②
中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

で
の
メ
ロ
ン
栽
培
、
台
湾
で

の
特
産
品
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
商
品
試
験
輸

出
、
商
談
会
等
へ
の
参
加
を

計
画
し
て
い
る
。

議
員　

平
成
の
大
合
併
で
は

３
町
に
よ
る
協
議
を
重
ね
た

が
、
破
た
ん
と
な
り
栗
山
町

は
単
独
で
進
む
道
を
選
ん

だ
。
一
方
、
農
協
は
平
成
21

年
２
月
に
合
併
を
し
た
が
、

行
政
区
が
ふ
た
つ
に
ま
た

が
っ
て
い
る
た
め
、
施
設
の

利
用
、
生
産
組
合
等
に
弊
害

が
で
て
い
る
。

①
栗
山
町
と
由
仁
町
と
の
２

町
の
合
併
の
考
え
は
な
か
っ

た
の
か
。
②
広
域
連
携
を
進

め
て
い
る
給
食
セ
ン
タ
ー
の

具
体
的
取
り
組
み
は
③
建
物

の
老
朽
化
や
医
師
不
足
、
経

営
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
日
赤
病
院
の
方
向
性
は
。

町
長　

①
二
度
に
わ
た
っ

て
進
め
た
合
併
協
議
は
、
あ

く
ま
で
も
３
町
の
個
性
を
生

か
す
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
描
き
進
め
て
き

た
経
過
が
あ
り
、
破
た
ん
後

す
ぐ
に
２
町
で
改
め
て
合
併

協
議
を
始
め
る
こ
と
は
物
理

的
に
困
難
で
あ
る
。

②
広
域
連
携
事
業
と
し
て
事

務
担
当
者
レ
ベ
ル
で
協
議
検

討
し
た
が
、
由
仁
町
よ
り
単

独
で
建
設
す
る
報
告
を
受

け
、
本
町
単
独
で
の
安
全
安

心
な
学
校
給
食
を
保
障
し
得

る
給
食
セ
ン
タ
ー
構
想
を
練

る
こ
と
と
し
た
。

③
病
院
施
設
は
築
後
33
年
を

経
過
し
て
い
る
が
、
直
ち
に

大
が
か
り
な
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
は

な
い
。
将
来
に
わ
た
り
、
超

高
齢
社
会
に
対
応
し
た
病
院

と
し
て
期
待
を
し
て
い
る
。

地
域
医
療
を
守
る
観
点
か
ら

も
、
町
と
し
て
可
能
な
限
り

の
支
援
を
継
続
し
た
い
。

研修事業

産
業
活
性
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
生
か
す

海
外
視
察
の
成
果
と
特
産
品
販
路
拡
大
は

少年ジェット（オーストラリアへ）

三田源幸 議員

合併協議に特化した議会報
告会（2008 年 12 月 4 日）
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反
問
！

町
長　

議
員
も
相
当
の
研
修

に
行
か
れ
て
い
る
と
思
う
が

そ
の
都
度
短
い
期
間
で
成
果

を
出
さ
れ
た
か
。

議
員　

私
も
25
年
ほ
ど
前
に

青
年
活
動
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に

初
め
て
海
外
研
修
を
し
た
。

言
葉
や
文
化
の
違
い
を
経
験

を
す
る
こ
と
は
大
き
な
成
果

が
あ
る
。
そ
れ
を
皆
さ
ん
に

伝
え
た
い
気
持
ち
が
あ
り
そ

の
翌
年
の
成
人
式
で
ス
ラ
イ

ド
を
使
い
研
修
内
容
を
報
告

し
た
。
町
長
に
も
伝
え
た
い

気
持
ち
が
あ
る
の
で
は
。
す

ぐ
に
成
果
を
求
め
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
吸
収
し
て

き
た
も
の
を
町
民
に
伝
え
て

ほ
し
い
。
議
会
報
告
会
で
も

町
長
の
研
修
内
容
を
聞
き
た

い
と
い
う
町
民
の
声
が
あ
っ

た
。



Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

学
校
教
育

栗っ子の体力向上に向けた具体策は

体育授業と少年団活動の両面で

議
員　

教
育
行
政
執
行
方
針

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
事
業
を
活
用
し
た
、
学
校

運
営
協
議
会
の
設
置
を
目
指

し
、
各
諸
課
題
を
実
践
的
に

検
証
す
る
と
あ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、
学

校
と
保
護
者
や
地
域
の
人
々

と
知
恵
を
出
し
合
い
、
協
力

し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
成

長
を
支
え
て
い
く
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
で
あ

る
。

「
地
域
総
が
か
り
の
教
育
」

で
あ
り
、「
ふ
る
さ
と
教
育
」

と
理
解
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
導
入
に

あ
た
り
、
以
下
の
点
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

①
学
校
運
営
協
議
会
の
権
限

は
。
②
協
議
会
委
員
メ
ン

バ
ー
の
構
成
は
。
③
学
校
及

び
教
育
に
関
す
る
委
員
会
と

の
整
合
性
は
。

教
育
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
は
「
学
校
運
営
協

議
会
を
設
置
し
た
学
校
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

呼
ぶ
」
と
言
う
の
が
文
部
科

学
省
の
説
明
で
あ
る
。

　
「
地
域
総
が
か
り
教
育
・

ふ
る
さ
と
教
育
」
の
一
層
の

充
実
を
図
り
、
教
育
す
る
な

ら
栗
山
と
評
価
さ
れ
る
地
域

づ
く
り
・
学
校
づ
く
り
へ
の

狙
い
が
あ
る
。

①
校
長
が
作
成
す
る
基
本
方

針
の
承
認
、
校
長
や
教
育
委

議
員　

13
年
度
全
国
体
力
・

運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調

査
が
実
施
さ
れ
、
本
道
は
、

今
回
体
力
合
計
点
の
全
国
平

均
で
小
５
男
女
、
中
２
女
子

が
最
下
位
、
中
２
男
子
が
46

位
と
な
り
、
過
去
４
回
の
テ

ス
ト
も
下
位
と
低
迷
し
て
お

り
、
残
念
な
結
果
で
あ
る
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
、脚
力
、

持
久
力
に
関
す
る
運
動
が
苦

手
で
あ
り
、
習
慣
調
査
で
は

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
多

く
、
家
庭
学
習
の
時
間
が
少

な
い
な
ど
諸
課
題
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
る
。

　

栗
っ
子
の
状
況
と
体
力
向

上
に
向
け
た
具
体
策
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

栗
っ
子
は
、
全
国

体
力
・
運
動
能
力
調
査
の
結

果
で
は
、
小
学
５
年
生
・
中

学
２
年
生
と
も
に
、
全
国
平

均
を
超
え
て
る
。

　

体
力
向
上
の
具
体
策
は
、

一
つ
は
学
校
体
育
で
、
担

任
が
児
童
生
徒
個
々
の
調
査

結
果
を
把
握
し
体
育
の
授
業

で
細
や
か
な
配
慮
を
す
る
こ

と
。
学
校
全
体
で
業
間
に
お

け
る
外
遊
び
を
奨
励
し
存
分

に
活
動
で
き
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
か
必
要
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
社
会
体
育
で

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
は
そ

の
好
例
で
す
。
本
町
の
児
童

の
好
結
果
は
こ
の
面
で
の
貢

献
が
大
き
い
。

教育環境

２
年
か
け
導
入
26
年
度
は
組
織
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
は

スポーツ少年団交流のつどい（２月５日）

地域と連携し実践している『ふるさと
教育』 （ハサンベツ里山での体験学習）

置田武司 議員

員
会
に
意
見
を
述
べ
る
、
教

育
委
員
会
に
対
し
教
職
員
の

任
用
に
関
す
る
意
見
を
述
べ

る
。

②
学
校
や
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
教
育
委
員
会
が
定
め

る
。
２
年
を
か
け
導
入
す
る

が
、
26
年
度
は
組
織
づ
く
り

が
主
た
る
課
題
。

③
学
校
評
議
員
と
一
部
類
似

し
た
性
格
を
持
っ
て
お
り
、

準
備
委
員
会
の
段
階
で
、
意

見
を
聞
き
な
が
ら
教
育
委
員

会
で
検
討
し
た
い
。

　

更
な
る
向
上
を

期
す
る
上
で
の
課

題
は
、
家
庭
で
の

基
本
的
な
生
活
習

慣
形
成
と
判
断
力

の
形
成
で
あ
り
、

地
域
総
が
か
り
・

総
ぐ
る
み
の
教
育

へ
の
挑
戦
に
よ
り

前
進
さ
せ
た
い
。
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2014
議会報告会

町
へ
の

要
望
と
回
答

ス
ク
ー
ル
バ
ス
待
合
所
の
除

雪
対
策
を
。（
栗
中
入
口
、

栗
高
入
口
）

国
道
の
除
雪
作
業
の
際
、
待

合
所
入
口
付
近
が
雪
で
塞
が

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
岩
見
沢
道
路

事
務
所
の
方
へ
除
雪
の
対
応

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

民
間
バ
ス
会
社
及
び
岩
見
沢

道
路
事
務
所
と
も
に
除
雪
対

応
が
間
に
合
わ
な
い
の
が
現

状
で
す
。

今
後
、
バ
ス
利
用
者
の
利
便

性
を
図
る
た
め
、
関
係
す
る

民
間
バ
ス
会
社
、
岩
見
沢
道

路
事
務
所
と
協
議
を
し
て
い

き
ま
す
。

2014.5.1　くりやまぎかいだより№ 139 18

除

雪

対

策

枝
線
も
含
め
て
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
に
間
に
合
う
よ
う

な
除
雪
体
制
の
確
保
を
。

そ
の
日
の
降
雪
量
、
気
象
状

況
や
道
路
状
況
に
よ
り
、
ど

う
し
て
も
除
雪
す
る
時
間
に

多
少
の
ず
れ
が
出
て
き
る
こ

と
は
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ス
ク
ー
ル

バ
ス
路
線
は
、
登
下
校
時
道

路
状
況
が
悪
い
場
合
等
、
優

先
的
に
除
雪
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
に
お
き
ま

し
て
も
、
児
童
・
生
徒
の
登

中
学
校
通
り
の
町
道
湯
地
継

立
線
の
除
雪
が
悪
い
。

本
町
道
は
、
中
学
校
へ
の
通

学
路
で
も
あ
り
、
丁
寧
な
除

雪
を
心
掛
け
る
よ
う
委
託
業

者
に
対
し
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
安
全
・
安
心
な

通
行
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
な

除
排
雪
作
業
に
努
め
ま
す
。

実
施
日
程　

平
成
26
年
２
月

17
日
～
21
日

参
加
者
数　

２
２
５
人

意
見
数　

町
側
36
件
、
議
会

側
７
件

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
う
ち

町
側
に
対
す
る
も
の
は
町
長

に
回
答
を
要
請
し
ま
し
た
。

い
く
つ
か
取
り
上
げ
要

約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

本
年
は
町
内
12
か
所
を
会

場
と
し
て
開
催
し
、
議
員
定

数
と
報
酬
の
問
題
、
各
常
任

委
員
会
の
活
動
、
意
見
書
の

59 人が参加した松風団地集会所（2 月 20 日）

栗山中学校バス待合所（2 月 8 日）

提
出
状
況
等
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
関
心
が
あ
る
も
の
を
優

先
し
て
報
告
し
ま
し
た
。
参

加
者
数
は
昨
年
を
上
回
る

２
２
５
人
の
町
民
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
大

変
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
に
引
き
続
き
、

地
域
の
現
状
を
把
握
す
る
た

め
、
事
前
広
聴
活
動
と
し
て

３
地
区
に
出
向
き
地
域
課
題

に
対
す
る
要
望
や
意
見
を
聴

き
報
告
会
に
臨
み
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
町
政
へ
の

関
心
の
高
さ
は
、
10
年
間
に

及
ぶ
議
会
報
告
会
を
継
続

し
、
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と

に
よ
る
結
果
と
し
て
栗
山
町

議
会
と
し
て
も
心
強
く
受
け

止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

10
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
改
め
て
議
会
基
本

条
例
の
本
旨
に
基
づ
き
、
よ

り
一
層
の
住
民
参
加
型
議
会

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に

町
民
２
２
５
人
に
聞
き
ま
し
た

下
校
の
支
障
に
な

ら
な
い
よ
う
な
除

雪
に
努
め
ま
す
。

除
雪
後
吹
き
溜
ま

り
が
で
き
る
場
所

が
あ
り
、
担
当
の

委
託
業
者
に
電
話

で
直
接
対
応
で
き

な
い
か
。

緊
急
の
場
合
を
除

き
、
風
雪
や
地
吹

雪
で
、
吹
き
だ
ま
り
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
パ
ト

ロ
ー
ル
で
現
地
確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
町
内
会
長
・
自

治
会
長
か
ら
の
要
請
に
よ
り

対
応
を
し
ま
す
。
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消
費
税
対
策
と
し
て
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
発
行
の
支
援
を
。

こ
れ
ま
で
１
割
分
を
付
加

し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
ギ
フ

ト
カ
ー
ド
」
を
年
２
回
販
売

し
、
即
日
完
売
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
消
費
税
の
増

税
に
伴
う
町
内
消
費
の
動
向

を
見
な
が
ら
、
単
な
る
経
費

の
補
助
で
は
な
く
、
町
内
消

費
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

見
込
ん
だ
事
業
及
び
支
援
策

を
関
係
機
関
と
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

消
費
税
増
で
負
担
増
と
な
る

こ
と
か
ら
、
町
独
自
の
税
金

緩
和
（
引
き
下
げ
等
）
の
考

え
は
な
い
の
か
。

町
税
は
地
方
税
法
で
決
め
ら

れ
て
お
り
、
町
独
自
の
緩
和

策
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

消

費

増

税

王
子
の
跡
地
対
策
と
し
て
、

王
子
に
働
き
か
け
雇
用
の
場

を
確
保
し
て
欲
し
い
。

町
内
湯
地
の
王
子
研
究
所
跡

地
に
は
現
在
、
活
用
さ
れ
て

い
な
い
状
態
で
す
が
、
今
後

は
、
所
有
す
る
王
子
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
活

用
計
画
を
確
認
し
な
が
ら
、

栗
山
町
に
お
け
る
施
設
の
有

効
活
用
、
周
辺
整
備
、
雇
用

創
出
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

ロ
ッ
ジ
栗
の
木
を
町
が
譲
り

受
け
た
が
、
維
持
管
理
費
が

高
く
利
用
も
少
な
い
こ
と
か

ら
他
の
目
的
に
使
用
で
き

る
よ
う
考
え
て
欲
し
い
。　

ロ
ッ
ジ
栗
の
木
は
、
町
外
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
を
中
心
に

短
期
的
な
宿
泊
等
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
年
間
を
通

し
て
は
、
十
分
に
利
用
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。
今
後

の
利
活
用
は
各
分
野
で
横
断

的
な
検
討
を
行
い
、
効
果
的

な
運
用
に
努
め
ま
す
。

施

設

管

理

角
田
改
善
セ
ン
タ
ー
の
駐
車

場
増
設
を
。（
特
に
葬
儀
時
、

路
上
駐
車
や
民
家
の
玄
関
先

駐
車
に
よ
り
支
障
を
き
た
し

て
い
る
）

本
来
的
な
設
置
目
的
で
あ
る

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

動
等
で
の
施
設
利
用
で
は
、

駐
車
場
が
不
足
す
る
状
況
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

葬
儀
で
使
用
す
る
場
合
に

駐
車
場
が
不
足
し
路
上
駐
車

が
発
生
す
る
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
角
田
地
域
の
振
興

策
と
し
て
第
６
次
総
合
計
画

の
中
で
検
討
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

湯
地
１
号
橋
と
王
子
橋
の
２

か
所
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

狭
い
こ
と
か
ら
整
備
拡
張
を

お
願
い
し
た
い
。

老
朽
化
へ
の
対
策
は
、
平
成

24
年
６
月
に
策
定
し
ま
し
た

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
路
線
は
、
栗
山

中
学
校
へ
の
通
学
路
で
も
あ

町
道
杵
臼
線
の
改
修
工
事
の

進
捗
状
況
が
遅
い
が
、
計
画

は
ど
う
な
の
か
。

杵
臼
本
線
道
路
改
良
工
事

は
、
国
に
対
し
事
業
要
望
を

し
て
い
ま
す
が
、
町
が
要
望

し
て
い
る
内
容
に
対
し
、
近

年
は
予
算
が
１
０
０
％
付
か

な
い
状
況
で
、
こ
の
た
め
単

年
度
の
工
事
延
長
が
短
く

な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
現

在
整
備
し
て
い
る
路
線
は
、

湯
地
継
立
線
と
の
交
差
点
ま

で
で
平
成
28
年
度
に
、
終
了

す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
道
道
鳩
山
継
立
線
ま

で
の
路
線
は
、
平
成
29
年
度

以
降
整
備
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
当
該
町
道
の

改
良
工
事
が
早
期
に
完
了
で

き
る
よ
う
、
引
き
続
き
国
、

北
海
道
等
関
係
機
関
へ
強
く

要
望
し
ま
す
。

現
行
の
町
道
や
橋
の
補
修
・

点
検
を
早
急
に
し
て
欲
し

い
。（
長
寿
化
対
策
）

市
街
地
の
街
路
整
備
や
集
客

施
設
を
誘
致
し
、
駅
前
に
人

が
集
ま
る
よ
う
な
対
策
を
。

市
街
地
区
の
街
路
整
備
は

「
３
・
４
・
８
新
町
通
街
路
事

業
」
の
実
施
を
「
新
町
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
期
成

会
」
と
連
携
し
、
北
海
道
へ

引
き
続
き
要
望
し
早
期
実
現

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

集
客
施
設
の
誘
致
は
商
工

会
議
所
と
連
携
し
、
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
誘
致
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
「
栗
山
町
空
き
店
舗
活
用

支
援
事
業
補
助
金
」
を
継
続

し
、
商
店
街
の
連
続
性
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

道

路

整

備

本
町
が
管
理
す
る
道
路
橋
梁

は
、町
内
に
１
０
４
橋
あ
り
、

健
全
度
把
握
の
た
め
平
成
20

年
度
か
ら
３
カ
年
で
す
べ
て

の
橋
梁
点
検
を
実
施
し
、
平

成
24
年
６
月
に
長
寿
命
化
修

繕
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

25
年
度
か
ら
優
先
順
位
の
高

い
橋
梁
か
ら
修
繕
・
点
検
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
橋
梁
を
除
く
道
路
舗

装
や
標
識
等
の
点
検
は
、
26

年
度
に
幹
線
道
路
を
中
心
と

し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
。

る
こ
と
か
ら
、
歩
道
及
び
橋

梁
の
拡
幅
検
討
に
つ
い
て
、

用
地
等
の
状
況
を
調
査
し
て

い
き
ま
す
。

利用が少ないロッジ栗の木（中央２丁目）



人
口
増
対
策
と
し
て
、
若
者

が
定
住
し
や
す
い
公
営
住
宅

の
整
備
を
。

公
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮

す
る
低
額
所
得
者
で
、
か

つ
、
町
内
に
住
所
又
は
勤
務

場
所
を
有
す
る
こ
と
が
入
居

資
格
の
要
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
で
は
、
現
在
、

老
朽
化
し
た
公
営
住
宅
の
建

替
事
業
を
主
体
的
に
進
め
て

お
り
、
既
存
入
居
者
が
優
先

し
て
入
居
し
て
い
る
状
況
で

す
。
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
に

お
い
て
も
町
民
の
方
か
ら
同

様
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

町
と
し
て
も
、
上
記
の
要
件

に
よ
ら
な
い
住
宅
建
設
の
手

法
等
を
第
６
次
総
合
計
画
の

中
で
検
討
し
ま
す
。

町
営
バ
ス
に
関
し
て
、
乗
客

が
少
な
い
の
で
小
型
バ
ス
で

も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

町
営
バ
ス
は
、
児
童
・
生
徒

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
も

兼
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一

部
大
型
で
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
人
口

減
少
、
少
子
高
齢
化
、
農
村

人
口
増
対
策
と
し
て
町
内
の

環
境
整
備
が
重
要
と
考
え

る
。
例
え
ば
雨
煙
別
川
の
堤

防
整
備
を
進
め
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
コ
ー
ス
等
を
作
り
、
魅
力

あ
る
環
境
を
整
備
し
、
栗
山

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
は
。

現
在
、
平
成
27
年
度
か
ら
の

第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
作

業
を
進
め
て
お
り
、
人
口
増

に
繋
が
る
若
者
定
住
対
策
・

高
齢
社
会
対
策
・
産
業
活
性

化
対
策
を
重
点
施
策
に
掲

げ
、
将
来
を
見
据
え
た
分
野

横
断
的
な
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ふ
る
さ

と
栗
山
が
誇
る
自
然
・
歴
史

文
化
・
風
土
を
活
か
し
た
環

境
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
な
お
、
雨

煙
別
川
の
改
修
は
、
北
海
道

が
河
川
管
理
者
と
し
て
平
成

人
口
減
対
策

部
に
お
け
る
過
疎
化
、
車
社

会
等
の
進
展
に
よ
り
、
町
営

バ
ス
利
用
者
は
減
少
し
て
く

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
第
６
次
総
合
計
画
で
順

次
、
小
型
バ
ス
へ
更
新
す
る

予
定
で
計
画
を
し
て
い
る
状

況
で
す
。

９
年
度
か
ら
橋
の
架
け
替

え
、
平
成
11
年
度
か
ら
は
築

堤
等
の
整
備
が
下
流
側
よ
り

進
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
中
央
橋
付
近
ま
で

改
修
工
事
が
進
ん
で
お
り
、

堤
防
部
分
は
、
一
部
、
河
川

管
理
用
の
道
路
は
整
備
さ
れ

ま
す
が
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散

策
を
楽
し
む
よ
う
な
親
水
性

を
確
保
し
た
整
備
は
予
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

町
長
の
海
外
視
察
の
情
報
公

開
や
報
告
等
を
望
み
ま
す
。

海
外
視
察
の
報
告
は
、今
後
、

広
報
を
通
じ
て
町
民
の
皆
様

に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

角
田
消
防
分
遣
所
職
員
の
引

き
上
げ
に
つ
い
て
、
説
明
不

足
で
は
な
い
か
。

説
明
の
経
緯
は
、
平
成
25
年

10
月
10
日
に
角
田
町
内
会
連

合
会
の
役
員
の
方
々
に
説
明

を
行
い
、
そ
の
席
で
役
員
の

方
々
か
ら
地
域
住
民
に
安
心

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
災
害

へ
の
対
応
等
を
文
書
化
し
住

民
へ
配
布
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
要
望
受
け
、
12
月
に

各
戸
へ
配
布
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
こ
と
で
、
地

域
の
方
々
に
は
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
の
住
民
参
加

と
情
報
公
開
の
観
点
か
ら
、

栗
の
木
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

捗
状
況
、
公
用
車
の
入
れ
替

え
等
の
情
報
を
い
ち
早
く
公

開
し
て
欲
し
い
。

「
栗
の
活
用
事
業
」
は
、
平

成
25
年
度
は
気
候
の
影
響
等

に
よ
り
少
量
の
収
穫
と
な
り

ま
し
た
が
、
岐
阜
県
の
菓
子

情

報

公

開

旧
山
楽
荘
に
何
ら
か
の
動
き

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
地
域

住
民
に
情
報
を
出
し
て
説
明

し
て
欲
し
い
。

現
在
、
所
有
者
と
取
り
壊
し

メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
に
よ
り

商
品
化
し
、
札
幌
市
の
大
丸

札
幌
店
で
販
売
し
て
大
変
好

評
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
は
継
続
し
て
品
質
、
生
産

性
を
見
込
め
る
栽
培
方
法
の

確
立
や
品
種
選
定
に
取
り
組

み
、
商
品
化
の
早
期
実
現
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ

て
事
業
の
進
捗
も
適
宜
情
報

発
信
に
努
め
ま
す
。

「
公
用
車
の
入
れ
替
え
等
の

情
報
」
は
、
共
用
車
（
理
事

者
・
議
会
・
来
客
者
送
迎
用

車
両
）
に
つ
い
て
、
当
該
車

両
が
交
通
事
故
被
害
に
遭
っ

た
こ
と
か
ら
、
事
故
車
の
更

新
時
期
ま
で
の
残
年
数
、
修

理
費
用
及
び
保
険
で
賄
わ
れ

る
金
額
な
ど
総
合
的
に
判
断

し
、
安
全
面
を
最
優
先
に
、

平
成
25
年
12
月
に
同
等
車
を

更
新
し
た
も
の
で
す
。
事
故

後
に
直
近
の
議
会
で
報
告
を

行
い
、
補
正
予
算
の
議
決
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
、
動
き
が
あ
っ

た
場
合
に
は
速
や
か
に
情
報

を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

総務教育常任委員会で栗の圃場を現地調査（10 月 21 日）
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継
立
中
学
校
は
統
合
に
な
る

が
小
規
模
の
小
中
一
貫
校
と

し
て
特
色
あ
る
教
育
に
取
り

組
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

小
規
模
校
を
中
心
に
特
認
校

と
い
う
制
度
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
継
立
中
学

校
の
統
合
は
、「
中
学
生
世

代
に
ふ
さ
わ
し
い
大
き
さ
の

集
団
で
教
育
を
受
け
さ
せ
た

い
」、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を

た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を

育
て
た
い
」
と
い
う
教
育
委

員
会
の
判
断
に
よ
り
、
地
域

の
理
解
を
得
な
が
ら
取
り
進

め
た
も
の
で
す
。

給
食
費
の
未
納
を
解
決
す
る

に
は
、
前
納
制
に
し
て
は
ど

う
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

無
料
に
し
て
は
。

学
校
給
食
法
で
は
、
給
食
の

提
供
を
受
け
る
児
童
生
徒
の

保
護
者
に
給
食
費
を
負
担
す

る
義
務
が
あ
る
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
給
食
費
の

未
納
を
解
決
す
る
た
め
に
、

「
前
納
制
」
の
導
入
で
す
が
、

こ
れ
は
予
め
給
食
費
を
納
め

た
場
合
に
限
り
給
食
の
提
供

を
受
け
る
（
食
べ
る
）
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。
給
食
費
の
負
担
は
保
護

者
の
責
任
で
あ
り
、
児
童
生

徒
に
何
ら
責
任
の
及
ぶ
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
教

育
的
配
慮
か
ら
、あ
え
て「
前

納
制
」
を
導
入
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
無

料
化
」
は
、
学
校
給
食
法
に

給
食
費
の
保
護
者
負
担
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
給

食
費
の
完
全
無
料
化
（
町
負

担
）
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

教

育

環

境

ス
ク
ー
ル
バ
ス
停
の
維
持
・

管
理
に
つ
い
て
、
現
在
使
用

さ
れ
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る

が
補
修
や
移
設
の
計
画
は
あ

る
の
か
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
町

が
設
置
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス

停
（
＝
待
合
所
）
は
、
将
来

的
に
使
用
が
見
込
ま
れ
な
い

場
合
は
撤
去
、
一
時
保
管
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
他
の

地
域
か
ら
待
合
所
の
設
置
要

望
等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

そ
れ
を
移
設
し
て
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
待
合
所
の
補
修

は
、
必
要
に
応
じ
て
順
次
行

い
ま
す
。

予
算
・
決
算
審
査
は
、
２
常

任
委
員
会
の
専
門
性
を
生
か

し
て
審
議
し
て
は
。

予
算
審
査
は
議
長
を
除
く
11

名
、
決
算
審
査
は
議
長
及
び

監
査
委
員
を
除
く
10
名
で
特

別
委
員
会
を
設
置
し
行
っ
て

お
り
、
共
通
認
識
・
理
解
を

得
る
た
め
に
今
後
も
全
委
員

で
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

議
会
へ
の

要
望
と
回
答

二
元
代
表
制
の
中
で
、
行
政

に
対
し
て
は
是
々
非
々
で
臨

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

議
会
は
執
行
機
関
を
チ
ェ
ッ

ク
し
各
議
案
に
対
し
て
是
々

非
々
の
態
度
で
臨
む
こ
と
が

重
要
で
す
の
で
、
今
後
も
そ

の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

会
計
制
度
を
熟
知
し
て
い
た

だ
き
、
町
の
資
産
に
つ
い
て

検
証
し
て
ほ
し
い
。

中
長
期
財
政
問
題
等
調
査
特

別
委
員
会
で
決
算
に
基
づ
く

財
務
諸
表
４
表
、
各
会
計
別

財
務
諸
表
等
の
審
議
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
中
で
町
の
資

産
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い

ま
す
。

議
会
報
告
会
の
開
催
は
高
齢

者
が
増
え
る
中
、
昼
間
の
時

間
帯
を
望
む
。

会
場
と
な
る
町
内
会
長
及
び

自
治
会
長
と
協
議
の
上
、
こ

れ
か
ら
も
都
合
の
良
い
集
ま

り
や
す
い
日
程
で
調
整
し
て

い
き
ま
す
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
、

議
会
の
情
報
を
載
せ
て
欲
し

い
。

町
議
会
と
し
て
も
独
立
し
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
が
見
や
す
く
読

み
や
す
い
の
で
、
も
っ
と
各

議
員
の
意
見
を
載
せ
て
は
。

引
き
続
き
各
議
員
の
意
見
が

わ
か
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

エ
ゾ
シ
カ
食
肉
加
工
施
設
の

現
状
は
。

産
業
福
祉
常
任
委
員
会
で
調

査
し
ま
し
た
。
現
在
は（
株
）

ア
ル
デ
バ
ラ
ン
に
管
理
・
運

営
を
委
託
し
精
肉
加
工
処
理

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

栗山中学校の新入生歓迎集会（4 月 9 日）

議会報告会は町内会・自治会との共催
（2 月 20 日　南部公民館）
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25 年度政務活動費収支報告

議員氏名 交 付 額
支出内訳

合　計 返納額
調査研究費 研修費 資料購入費 広報費

八木橋義則 96000 21134 66440 19200 106774 0

友 成 克 司 96000 21134 28020 49154 46846

大 井 賢 治 96000 75446 30140 1000 106586 0

三 田 源 幸 96000 68440 38000 106440 0

小 寺  　 進 96000 68440 28130 96570 0

大 西 勝 博 96000 75446 13000 9600 98046 0

大 平 逸 男 96000 21134 75800 8760 105694 0

藤 本 光 行 96000 93340 18360 111700 0

楢 﨑 忠 彦 96000 58970 49660 504 109134 0

置 田 武 司 96000 64920 27960 92880 3120

重 山 雅 世 96000 62440 34840 1100 98380 0

鵜 川 和 彦 96000 12546 211380 34100 258026 0

調査研究するために必要な経費として報酬とは別に議員１人当たり月
額８千円が交付されています。剰余金がある場合は町に返還します。
栗山町議会では全ての領収書と収支報告書を公表しています。議会図
書室に保管してありますのでいつでもご閲覧ください。

【単位：円】

　

４
月
６
日
、
１
名
欠
員
と

な
っ
て
い
た
町
議
会
議
員
の

補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
土

井
道
子
氏
が
当
選
し
議
会
の

一
員
と
な
り
ま
し
た
。
選
挙

の
結
果
は
下
記
の
と
お
り
。

補
欠
選
挙
に
よ
り

新
た
に
町
議
選
出

そもそも

政務活動費とは？

　

３
月
28
日
、
夕
張
市
議

会
と
の
共
催
で
議
員
研
修
会

を
開
催
。
講
師
は
栗
山
町
出

身
で
監
査
法
人
ナ
カ
チ
（
東

京
都
）
の
鵜
川
正
樹
公
認
会

計
士
。「
新
地
方
公
会
計
制

度
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
実

際
に
栗
山
町
の
財
務
諸
表
を

用
い
て
わ
か
り
や
す
い
説
明

と
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

夕
張
市
議
会
と

合
同
研
修
会

出来事・話題
T o p i c s

【
補
欠
選
挙
結
果
】

有
権
者
数　

１
０
７
３
５
人

投
票
者
数　

 

３
３
８
８
人

（
う
ち
無
効
２
７
８
票
）

投
票
率　

31
・
56
％

土
井
道
子
氏　

２
１
９
７
票

泉　

勝
文
氏　

９
１
３
票

2014.5.1　くりやまぎかいだより№ 139 22



委

員

会

活

動

レ

ポ

ー

ト

行
政
側
か
ら
提
案
さ
れ
る
課
題
が
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、
課
題
別
に
少
人
数
の
常
任

委
員
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
議
案
の
審
査
だ
け
で
な
く

町
民
生
活
に
深
く
関
わ
る
こ
と
を
調
査
研

究
し
政
策
提
言
に
つ
な
げ
ま
す
。

総
務
教
育
委
員
会

商
店
街
の
実
態

　

商
店
街
振
興
対
策
事
業
、

商
店
街
経
営
実
態
調
査
、
空

き
店
舗
活
用
支
援
事
業
、
企

業
経
営
実
態
調
査
、
ま
ち
の

駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」
の
状
況

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
実
績
や
今
後
の
課
題
の

説
明
を
受
け
調
査
を
行
っ

た
。

　

商
店
街
は
消
費
者
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
、
大
型
店
の
出
店

な
ど
の
環
境
変
化
に
加
え
、

経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継
者

難
に
よ
る
空
き
店
舗
の
増
加

な
ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
商
店
街
が
今
後
も
地
域

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
は
、
そ
の
魅
力
を
再
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
、
町
や
商

工
会
議
所
を
は
じ
め
、
地
域

の
住
民
や
企
業
、
大
学
な
ど

と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

補
助
金
の
実
態

産
業
福
祉
委
員
会

エ
ゾ
シ
カ
食
肉
加
工

施
設
の
実
態

建
設
事
業
の
実
態

　

主
な
現
地
調
査
場
所
は
下

記
の
と
お
り
。
松
栄
団
地
新

築
（
２
棟
20
戸
）、
桜
丘
鳩

山
線
歩
道
整
備
工
事
、
杵
臼

本
線
道
路
改
良
工
事
、
介
護

福
祉
学
校
通
り
道
路
改
良
工

事
、
農
業
体
質
強
化
基
盤
整

備
工
事
、
栗
山
地
区
水
道
老

朽
管
更
新
工
事
、
雨
煙
別
小

学
校
コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ

ウ
ス
校
舎
改
修
工
事
。

　

非
効
率
的
な
冬
季
間
の
施

工
を
避
け
て
、
早
期
に
発
注

さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
優
先

的
に
下
請
け
も
含
め
て
地
元

業
者
へ
の
配
慮
を
望
む
。

ま
た
、
今
後
の
公
営
住
宅
の

建
て
替
え
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
入
居
者
の
声
を
聞
い

て
、
実
態
を
把
握
の
上
、
次

回
の
設
計
等
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

　

補
助
金
の
実
態
及
び
補
助

金
、
交
付
金
一
覧
資
料
に
基

づ
き
進
め
、
栗
の
活
用
事
業

防
災
対
策
の
現
状

　

エ
ゾ
シ
カ
食
肉
加
工
施
設

の
事
業
内
容
、
こ
れ
ま
で
の

主
な
経
過
、
今
後
の
事
業
計

画
の
説
明
を
受
け
た
。
ま

た
、
施
設
を
管
理
・
運
営
す

る
委
託
業
者
㈱
ア
ル
デ
バ
ラ

ン
代
表
取
締
役
会
長
飯
田
大

起
氏
、
社
長
島
崎
博
美
氏
に

参
考
人
の
出
席
を
求
め
説
明

を
聴
い
た
後
、
同
参
考
人
に

対
し
質
疑
を
行
っ
た
。

　

町
と
し
て
も
引
き
続
き
支

援
を
行
い
、
積
極
的
に
委
託

業
者
と
猟
友
会
と
の
話
し
合

い
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
必

　

防
災
訓
練
等
の
実
施
状

況
、備
蓄
品
等
の
管
理
状
況
、

今
後
の
防
災
計
画
の
見
直
し

な
ど
の
説
明
を
受
け
、
備
蓄

用
品
の
保
管
場
所
へ
現
地
調

査
も
行
っ
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化

は
急
務
で
あ
り
、
多
様
な
活

動
を
通
じ
て
啓
発
を
行
う
と

と
も
に
、
迅
速
な
対
応
を
図

る
た
め
要
支
援
者
と
の
情
報

共
有
な
ど
災
害
弱
者
対
策
を

検
討
さ
れ
た
い
。
備
蓄
用
品

は
、
災
害
時
に
各
避
難
所
へ

す
み
や
か
に
配
付
で
き
る
供

給
体
制
の
確
立
と
備
蓄
庫
の

整
備
・
管
理
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
防
災
訓
練
は
市

街
地
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
連
携
し
開
催
し
て

い
る
が
協
議
会
が
未
発
足
の

農
村
部
に
お
い
て
も
積
極
的

な
取
り
組
み
を
望
む
。

　

防
災
計
画
の
見
直
し
は
、

こ
れ
ら
を
含
め
て
実
効
性
の

あ
る
計
画
と
な
る
よ
う
反
映

す
る
こ
と
。

要
で
あ
る
。
今
後
、
よ
り
一

層
連
携
を
密
に
し
て
信
頼
関

係
を
築
き
、
施
設
を
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
事
業
展
開

を
図
る
こ
と
。

栗山赤十字病院へ現地調査（10 月 30 日）

圃
場
、
栗
山
赤
十

字
病
院
へ
現
地
調

査
も
行
っ
た
。

　

実
効
性
を
伴
う

補
助
金
で
あ
る
こ

と
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
必
要

性
や
投
資
効
果
を

十
分
検
証
す
る
べ

き
。
各
団
体
は
、

「
公
平
・
公
正
」

及
び
「
公
益
上
の

必
要
性
」
の
観
点

か
ら
、
補
助
年
限
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終
了
時
に
見
直
し
を
図
る
な

ど
適
正
な
補
助
金
の
交
付
が

必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
透

明
性
を
確
保
す
る
た
め
、
補

助
金
を
財
源
と
し
た
各
団
体

の
活
動
や
購
入
機
材
等
の
町

民
Ｐ
Ｒ
が
必
要
。
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議会の予定

くりやまぎかいだより№ 139

やっと長い冬が終わり、北海道にも「春」がやってきまし
た。御大師山のサクラももう目の前です。私のまわりで

は、ジャガイモを植える人、玉葱を植える人、田んぼを耕す
人と春作業真っ只中です。土色だった田んぼや畑が緑一色に
染まった風景が待ち遠しいです。
　近年、異常気象ともいえる極端な天候が多くなっています
が、ぜひとも天候に恵まれて豊かな実りの秋が迎えられるこ
とを願っています。議会のトピックスといえば 4 月の補欠選
挙を終え、新しい議員が仲間に加わったことがあげられます。
わが議会では議員一人ひとりが個別に活動をすることの他に、
議会基本条例に基づき「チーム栗山町議会」として様々な取
り組みを行っています。議会として新たな戦力を迎え、ます
ます充実した議会活動を目指していきたいと思います。( 藤本）

「障がい者権利条約批准に思う」

　４年前、国際育成会連盟世界会議 ドイツ・ベルリン大会に参加
しました。その時、日本が障害者権利条約に批准していない国と
わかり、寂しい思いをしました。それが、昨年 12 月 4 日、国会に
おいて条約の批准を承認したニュースを聞き、うれしい快挙とな
りました。
　しかし、なぜか新聞もテレビも沈黙し、際立った報道はありま
せん。世界で１４１番目と遅い批准だからなのだろうか。国連が
掲げた２１世紀初の世界人権宣言というのに。批准はされたが、
福祉の中身は変わらないのではと気になります。
　私たち栗山町手をつなぐ育成会は、知的障がい者等の自立を目
指して、働く場、生活の場としてパン工房を立ち上げて１２年。
この間、様々な悪戦苦闘を強いられてきました。その根底を垣間
見ると、これまで培われてきた障がい者に対する対応は「してやる・
してもらう」などの差別偏見にあるとされています。内閣府の調
査では、障がい者に対する差別偏見は国民の９０％と報告されて
います。
　このような中で、私たちは「栗の木健康パン」と位置づけ、パ
ンが売れることは福祉の輪が広がることにつながると考えてきま
した。おかげさまで、現在、当施設の就労工賃は月額３万１千円
ほどになりました。自立には程遠いですが、自信を持って売れる
商品作りで町民の一員として自信と誇りを育てていきたいです。

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

　　　　は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴
議会に行こう！

６月定例会の開会日

月　　 日～17６

町議会のくわしい情報は栗山町議会ホームページへ 栗山町議会 検索
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編集後記

ひとこと

広報広聴常任委員会（広報小委員会）
委員長／藤本光行　副委員長／重山雅世
委　員／大井賢治　三田源幸　大西勝博　大平逸男

５月 15 日（木） 第３回臨時会
27 日（火）

～28日(水 )
全国町村議会議長会正
副議長研修会（東京）

６月 5日（木） 北海道町村議会議長会
定期総会（札幌）

17 日（火）～ 第４回定例会

            NPO 法人栗山町手をつなぐ育成会
　　　　　           坂本 武 さん

議会ホームページＱＲコード


